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研究所だより 

発行日 ： ２０２3.05．10(水) 
発 行 ： 稚内市教育研究所 
〒097-0012 
稚内市富岡１丁目１番２号 稚内市生涯学習
総合支援センター （風～るわっかない内） 
TEL･FAX：0162-73-6386   
E-mail：wak-kenkyujo@abelia.ocn.ne.jp NO.2 

 

【日時】 ４月１９日(水) 16:00-16:50 

【場所】 稚内市教育研究所 

【講師】 東京書籍北海道支社営業課 

            課 長    野中亜由美氏 

           ICT担当 片貝 雄士氏 

【日時】4月２5日（火）15:３０-16:50 【場所】 稚内市教育研究所 

２０２３年度研修講座① 

『小学校英語科児童用デジタル教科書活用講座』開催 

２０２３年度研修講座② 

『学校図書館活用交流会(図書協力員研修会)』開催 

過日、主に小学校英語の指導者を対象として、学習者用デジタル教科書の機能や使い方、効果的な活用について学ぶ

講座を開催いたしました。年度初めのお忙しい時期にも関わらず３名の先生方に参加していただき、研究所職員、ALTの

計１０名で学ぶことができました。 

当日はデジタル教科書をモニターに映し、それぞれの項目について実際に操作しながら説明が行われました。新しく加

わった機能、どのように使い勝手が向上したのか、具体的な活用例なども含め、言語活動や授業全体のサポートとして活

用するヒントを紹介していただきました。 

概要は次の通りですが、動画をご覧いただくと詳細が分かります。４０分弱ですので、是非、ご視聴ください。 

  

標記研修会をハイブリット方式で開催しました。今年度は、図書協力員の入れ替わりが

あったこと、図書協力員が未配置であった沿線校でも勤務がスタートすることから、参加

対象を図書協力員に限定し、例年より時期を早めて実施しました。 

前半は、自己紹介に続き、映像を見ながら、昨年度初めて派遣された沿線小学校４校

での取組について交流しました。稚内市の読書活動推進計画には「子どもたちが本と出

会い、知識を深め、豊かな心を育むための読書環境づくり」の必要性・大切さが謳われて

いますが、少ない教職員では読書環境づくり・整備に手が回らないというのが小規模校

の悩みとなっています。本会では、配架場所の整理、教職員の紹介文やポップによる本の

紹介の仕方、季節感を感じる掲示物の工夫など、読書環境の整備や図書館運営に関す

る学校の悩みに応えた取組が報告されました。 

 後半は、今年度から全小中学校での勤務になるため、意見交換を行いました。「学校の

要望が分かると取組に活かせる」「購入本リストがあると本の紹介ができる」「図書室で

PC が使えると良い」「色画用紙は学校の物を使わせてもらえるのか」等々、要望や疑問

が出されました。 

 今後、各校と相談の上、業務を行うことになりますので、どうぞ宜しくお願いいたします。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

声問小学校図書コーナー 

                                 宗谷小学校図書コーナー 大岬小学校図書コーナー 

令和５年度 稚内市学校図書協力員担当校一覧 
山田 亜沙美 中村 美由紀 小原 りえ 藤田 和美 小倉 麻依(新) 

中央小学校 

稚内中学校 

大岬小学校 

宗谷中学校 

港小学校 

増幌小中学校 

南小学校 

南中学校 

富磯小学校 

天北小中学校 

東小学校 

東中学校 

声問小学校 

天北小中学校 

潮見が丘小学校 

潮見が丘中学校 

宗谷小学校 

宗谷中学校 

 

１. 使い始める前に考えたい
３つのポイント 

① 授業(言語活動や授業全体)の

サポートとして 

② 個別最適な学び、協働的な学び

のためのサポートかを考える事

が大事 

③ 使用時間や目的を明確にして使

用することが大事 

２. 基本機能の紹介 

① デジタルコンテンツに楽々アクセス 

② 便利な書き込み、保存機能 

③ ２画面表示で別冊を有効活用 

④ リンク貼り付けで学びを記録 

⑤ 特別支援への対応 

３. 新機能の紹介 

① ポップアップ画面から単語の音声を

再生できる 

② 音声の速度を調整することができる 

③ より直感的に目的のコンテンツにた

どり着く 

④ 巻末コミュニケーションカードがポッ

プアップできる 

⑤ スクリーンショット機能で学習支援

ツールと手軽に連携 

４. 活用例の紹介 

① 活動の直前に音声や映像で単語や表現を確認

する 

② 授業中に個別学習の時間を設定する 

③ 授業支援ツールと連携し、活動の結果を共有する 

④ Ｗｅｂサイトのリンクを貼ってオリジナルのデータベ

ースへ。ドライブのリンクをはって、学習履歴の蓄

積・振り返りに活用 

⑤ ピクチャーディクショナリーを活用した言語活動例 

 

明るさ・コントラストの設定、グレース
ケール、色反転、フォントや行間の変
更、総ルビ・分かち書きに変換する
機能 → 個に応じた対応が可能 

動画 3:20～ 
 

動画7:25～ 
 

動画 19:30～ 
 

動画 35:50～38:15 
- 

 動画視聴の方法 

①googleアプリのクラスルームを開く 

②「クラスルームに参加」をクリック 

③クラスコード「略」を入力 

④右上の「参加」をクリック 

⑤「授業動画・研修講座」の標記動画を視聴 
 
➢ クラスルームは、先生方を対象としており、授業動画も掲載
しています。「～@wakkanai.ed.jp」のアカウントのみがア
クセスできますが、児童生徒もアクセス可能になりますので
クラスコードの取り扱いにはご留意ください。 

６月１日(木)16:00- 

英語プロジェクトオンライン会議 

６月 7日(水)16:00- 

６月 21日(水) 16:00- 

研究所所員会議 

感想や次年度への要望 ＊一部抜粋 

 時間も勤務日数も限られている中、沿線

校での皆さんの飾りつけや本の展示の

仕方等など素敵な工夫が参考になった。 

 各校の写真はとても参考になる。 

 これから沢山学ばせていただき、知識を

もらって頑張りたい。 

◇協力員で自由に今困っていること・失敗

談・やって良かったこと等々意見交換が

出来ると良い。その際に意見やアドバイ

スをもらえると大変助かる。 

下線は今年から勤務開始の学校 


